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特集報文：治水と環境の調和を目指す川づくり 

人々の利用可能性が高い“水辺拠点”を探す 

鶴田 舞・中村圭吾・萱場祐一
 

1．はじめに1 

 わが国では古来より、河川と人々の間に密接な

関係が築かれ、川を中心とした豊かな風土が各地

で形成されてきた。水田稲作を中心として発展し

てきた日本では、川との関わりは極めて重要かつ

身近であった。水田へ水を確保するための雨乞い

や用水にまつわる信仰が各地で見られる。また稲

作の他にも、農業、漁業、林業、工業、舟運など、

川と関わりのある生業が営まれてきた。日常生活

では、水汲み、洗濯や野菜洗い、魚採りや藻刈り

の場であり、子どもたちには遊び場でもあった。

現在の川との関わり方は、散策、自然観察、水

泳・水遊び、釣りなど、生活に欠かせない場から、

生活に潤いをもたらす場としてシフトしてきてい

るが、河川環境に関する意識アンケート調査1)に

よれば、水辺環境を改善し、水辺特有の心地良さ

を体感できるための整備が求められており、水辺

利用に対するニーズは依然として高い。 
水辺整備を合理的に進めていくためには、水辺

空間の特性や周辺地域の状況等から、人々の利用

の可能性が高い区間（以下「水辺拠点」という。）

を抽出し、重点的に拠点整備や維持管理を実施す

ることが望ましい。しかしながら、水辺拠点の具

体的な抽出手法は確立されていない。例えば、平

成26年3月に改訂された「美しい山河を守る災害

復旧基本方針」（最終改訂は平成30年6月）には

河川景観、自然環境の観点から特別な配慮を求め

る重点区間・重点箇所が位置づけられているが、

これらの具体的な抽出手法は確立されていない。  
このような背景から、土木研究所では水辺拠点

の選定に資する評価手法について検討を進めてい

る。本稿では、水辺拠点を抽出するための評価軸、

及び評価軸の指標化について、これまでの検討結

果2),3)を紹介し、今後の研究展望を述べる。 

──────────────────────── 
Study on the Evaluation Method of Riverfront Areas with High 
Utilization Potential 

2．水辺拠点の評価軸の設定 

2.1 検討概要 
水辺拠点を抽出するための評価軸の検討は、水

辺空間整備事例及び既存文献等の調査・分析を通

じて行った。  
事例調査では、水辺の周辺景観や地域整備と一

体となった河川改修により、良好な水辺空間の形

成が行われた事例（10箇所）を対象とした。事

例選定にあたっては、河川の流程（上～下流域）

及び河川規模（大河川、中小河川）の偏りが少な

くなるよう考慮した。各事例について、河川整

備・事業計画やまちづくり計画、景観関連法令の

適用状況、景観資源等に関する資料を収集した。

また、日常・イベント利用状況、整備前の課題等、

事業個所と地域の関わりについても整理した。 
文献調査では、水辺空間の整備計画に関わる指

針等を参照し、水辺拠点として重点的に整備すべ

き場所として記載されている事項等を整理した。 
両者の結果を比較し、水辺拠点の評価軸（案）

を作成した（図 -1）。作成方法の詳細は文献2)を
参照されたい。 
2.2 各評価軸の解説 

評価軸はa～kの11個設定しており、【1】～【3】
の3つの評価軸群に区分している（図-1）。評価軸

群【1】は、拠点整備に必要な空間スペースがあ

るかどうかを評価するもの、評価軸群【2】・【3】
は、川と地域の利用ポテンシャルを、景観・自然

環境と生活環境に区分したものである。図-2に、

評価軸・評価軸群と川・地域との関係を概念図で

示している。  
2.1の調査事例について、拠点整備前にどの程

度評価軸と対応していたかをレーダーチャート形

式で示した（図 -3）。レーダーチャートの各軸は

評価軸群【1】、【2】、【3】①、【3】②に対応して

いる。各軸の値の大小は、評価軸群に含まれる評

価軸のいずれかに該当があった場合“1”、該当
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